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研究成果の概要 

老化した細胞や老齢な個体では、リプログラミングの効率が落ちる事が知られている。実際に網膜神経

の再生が必要な患者は高齢者が多く、動物実験においても未だ老齢な個体での再生は成功していない。

2023 年は、前年度に作成したミュラーグリア細胞から網膜神経節神経へのダイレクトリプログラミン

グを簡便に評価出来るシステムを高齢なマウスに対し使用した。様々な転写因子および抗老化に関す

る低分子化合物を注射し、効率よくリプログラム出来る組み合わせを検討した。また、マウスでの成果

をもとに霊長類/カニクイザルを用いてリプログラム可能か検討した。 
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